
【調査の概要】

調査期間　　2016年4月15日（金）～17日（日）

調査方法　　電話法（RDD)

調査対象　　全国の18歳以上の男女　2,425人　※平成28年熊本地震のため熊本県は除外、大分県は中断
回答数（率）　1,523人（62.8％）

1． 非常に関心がある ･････････ 19.9 ％
2． ある程度関心がある ･････････ 51.1 ％
3． あまり関心がない ･････････ 20.6 ％
4． まったく関心がない ･････････ 5.6 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 2.8 ％

1． 改正する必要があると思う ･････････ 27.3 ％
2． 改正する必要はないと思う ･････････ 30.5 ％
3． どちらともいえない ･････････ 38.1 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 4.1 ％

1． アメリカに押しつけられた憲法だから ･････････ 8.4 ％
2． プライバシーの権利や環境権など、新たな権利を盛り込むべきだから ･････････ 8.4 ％
3． 国の自衛権や自衛隊の存在を明確にすべきだから ･････････ 20.4 ％
4． 日本を取りまく安全保障環境の変化に対応するため必要だから ･････････ 54.6 ％
5． その他 ･････････ 1.9 ％
6． わからない、無回答 ･････････ 6.3 ％

1． すでに国民の中に定着しているから ･････････ 11.0 ％
2． 憲法の解釈や運用に幅を持たせればよいから ･････････ 9.7 ％
3． 戦争の放棄を定めた憲法９条を守りたいから ･････････ 69.6 ％
4． アジア各国などとの国際関係を損なうから ･････････ 4.1 ％
5． その他 ･････････ 1.1 ％
6． わからない、無回答 ･････････ 4.5 ％

憲法に関する意識調査（RDD追跡法）　単純集計結果

Q1
あなたは、憲法改正の議論にどの程度関心をお持ちですか。
次に読み上げる４つの中から、１つ選んでお答えください。

Q2
あなたは、今の憲法を改正する必要があると思いますか。それとも改正する必要はないと思いますか。
次に読み上げる３つの中から、１つ選んでお答えください。

Q2SQ1（Q2＝1の人に）
それは、なぜですか。
次に読み上げる４つの中から、もっともあてはまる理由を、１つ選んでお答えください。
(分母=416人）

Q2SQ2（Q2＝2の人に）
それは、なぜですか。
次に読み上げる４つの中から、もっともあてはまる理由を、１つ選んでお答えください。
(分母=464人）
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1． 非常に評価する ･････････ 33.0 ％
2． ある程度評価する ･････････ 42.8 ％
3． あまり評価しない ･････････ 12.9 ％
4． まったく評価しない ･････････ 3.3 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 7.9 ％

1． 改正する必要があると思う ･････････ 22.1 ％
2． 改正する必要はないと思う ･････････ 39.8 ％
3． どちらともいえない ･････････ 32.8 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 5.4 ％

1． 自衛力を持てることを憲法にはっきりと書くべきだから ･････････ 55.1 ％
2． 国連を中心とする軍事活動にも参加できるようにすべきだから ･････････ 22.6 ％
3． 海外で武力行使ができるようにすべきだから ･････････ 5.4 ％
4． 自衛隊も含めた軍事力を放棄することを明確にすべきだから ･････････ 10.1 ％
5． その他 ･････････ 0.6 ％
6． わからない、無回答 ･････････ 6.3 ％

1． 海外での武力行使の歯止めがなくなるから ･････････ 12.4 ％
2． アジア各国などとの国際関係を損なうから ･････････ 3.5 ％
3． 平和憲法としての最も大事な条文だから ･････････ 65.0 ％
4． 改正しなくても、憲法解釈の変更で対応できるから ･････････ 15.0 ％
5． その他 ･････････ 0.3 ％
6． わからない、無回答 ･････････ 3.8 ％

1． 知っていた ･････････ 16.0 ％
2． ある程度知っていた ･････････ 37.0 ％
3． あまり知らなかった ･････････ 30.1 ％
4． まったく知らなかった ･････････ 10.8 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.0 ％

Q3
次に、憲法９条について、あなたのお考えをうかがいます。
憲法９条は、戦争を放棄し、戦力を持たないことを決めています。
あなたは、戦後、憲法９条の果たした役割を、どの程度評価しますか。
次に読み上げる４つの中から、１つ選んでお答えください。

Q4
あなたは、憲法９条を改正する必要があると思いますか。それとも改正する必要はないと思いますか。
次に読み上げる３つの中から、１つ選んでお答えください。

Q4SQ1（Q4＝1の人に）
それは、なぜですか。
次に読み上げる４つの中から、もっともあてはまる理由を、１つ選んでお答えください。
(分母=336人）

Q4SQ2（Q4＝2の人に）
それは、なぜですか。
次に読み上げる４つの中から、もっともあてはまる理由を、１つ選んでお答えください。
(分母=606人）

Q5
「政府の権力を制限して国民の人権を保護する」という今の憲法の基本的な考え方を「立憲主義」といいます。
あなたは、この「立憲主義」について知っていましたか。
次に読み上げる４つの中から、１つ選んでお答えください。
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1． 重視すべきだ ･････････ 69.2 ％
2． 重視する必要はない ･････････ 12.0 ％
3． その他 ･････････ 0.3 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 18.5 ％

1． 賛成 ･････････ 25.0 ％
2． 反対 ･････････ 27.2 ％
3． どちらともいえない ･････････ 39.7 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 8.1 ％

1． よくある ･････････ 4.5 ％
2． ときどきある ･････････ 35.9 ％
3． あまりない ･････････ 38.3 ％
4． まったくない ･････････ 15.4 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.0 ％

1． 大いに増やしたい ･････････ 10.3 ％
2． ある程度増やしたい ･････････ 50.4 ％
3． あまり増やしたくない ･････････ 24.0 ％
4． まったく増やしたくない ･････････ 5.8 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 9.5 ％

1． 男性 ･････････ 42.2 ％
2． 女性 ･････････ 57.8 ％

Q6
あなたは、憲法解釈や憲法改正を議論するにあたって、
「政府の権力を制限して国民の人権を保護する」という立憲主義の考え方を重視すべきだと思いますか。
それとも、重視する必要はないと思いますか。

Q7
今年３月、安全保障関連法が施行され、日本が集団的自衛権を行使することが可能になりました。
あなたは、日本が集団的自衛権を行使できるようになったことについて、賛成ですか。反対ですか。
次に読み上げる３つの中から、１つ選んでお答えください。

Q8
あなたは、ふだん、憲法について考えたり話し合ったりすることがどの程度ありますか。
次に読み上げる４つの中から、１つ選んでお答えください。

Q9
あなたは､憲法について､考えたり話し合ったりする機会を増やしたいと思いますか。
次に読み上げる４つの中から､１つ選んでお答えください。

性別
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1． 18～19歳 ･････････ 0.6 ％
2． 20代 ･････････ 2.8 ％
3． 30代 ･････････ 6.2 ％
4． 40代 ･････････ 13.5 ％
5． 50代 ･････････ 12.8 ％
6． 60代 ･････････ 24.6 ％
7． 70歳以上 ･････････ 33.6 ％
8． 無回答 ･････････ 5.9 ％

1． 男性18～29歳 ･････････ 1.4 ％
2． 男性30代 ･････････ 2.2 ％
3． 男性40代 ･････････ 6.0 ％
4． 男性50代 ･････････ 6.2 ％
5． 男性60代 ･････････ 10.8 ％
6． 男性70歳以上 ･････････ 14.1 ％
7． 男性無回答 ･････････ 1.6 ％
8． 女性18～29歳 ･････････ 2.0 ％
9． 女性30代 ･････････ 4.1 ％
10． 女性40代 ･････････ 7.6 ％
11． 女性50代 ･････････ 6.6 ％
12． 女性60代 ･････････ 13.8 ％
13． 女性70歳以上 ･････････ 19.5 ％
14． 女性無回答 ･････････ 4.3 ％

1． 農林漁業 ･････････ 3.0 ％
2． 自営業 ･････････ 8.6 ％
3． 勤め人 ･････････ 25.5 ％
4． 主婦 ･････････ 22.5 ％
5． 無職 ･････････ 32.8 ％
6． 学生や生徒 ･････････ 1.5 ％
7． その他・無回答 ･････････ 6.1 ％

1． 北海道 ･････････ 4.9 ％
2． 東北 ･････････ 7.1 ％
3． 関東 ･････････ 35.4 ％
4． 甲信越 ･････････ 3.5 ％
5． 東海・北陸 ･････････ 13.6 ％
6． 近畿 ･････････ 15.6 ％
7． 中国 ･････････ 7.2 ％
8． 四国 ･････････ 4.0 ％
9． 九州・沖縄 ･････････ 8.6 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 24.2 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 19.4 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 22.3 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 12.9 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 13.7 ％
6． 無回答 ･････････ 7.6 ％
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